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礎となるものである。第 7 級と第 6 級（1 年の後半と 2 年の前半）にかけて乗
除を指導することになっている。 第 5級（2年の後半）が四則の応用である。
第 4 級（3 年の前半）が諸等数の指導とその四則計算である。尺貫法の単位関
係とその計算の指導であるが，現在のような測定や量自身の指導には及んでい

























表紙教科書」（昭和 10(1935)年）には，その第 4学年と第 5学年の内容に，「珠
算」，「珠算練習」，「珠算による乗除」として，しっかりと記載がなされている。
表１：明治の算術教育の様態［年表］  
明治 1 1868   和算 
  ～ ～   











～ ～     
明治 9 1876 文部省「小学算術書」（巻 5）を刊行   
～ ～    
明治 11 1878 「小学教則」を廃止   
明治 12 1879 「学制」の廃止，「教育令」の公布   
明治 13 1880 「教育令」を改正して公布   
明治 14 1881 文部省「小学校教則綱領」を示達   
～ ～    
明治 16 1883 就学率が 50％を超える   
～ ～    
明治 18 1885 「教育令」の再改正   






～ ～  
明治 23 1890 「小学校令」の改正 
明治 24 1891 文部省「小学校教則大綱」を示達 算術では筆算ま
たは珠算を用い
る 
～ ～   
明治 33 1900 「小学校令」の改正 
算術では筆算を
用いる 
～ ～  
明治 36 1903 教科書が国定になる 
～ ～  
明治 38 1905 
「小学算術書」（第一期国定算術教科書）が
使用される 
～ ～   

































第 1条 基数 第 13条 絹布の売買 
第 2条 小数 第 14条 外国品の売買 
第 3条 米の量の単位 第 15条 舟の運賃 
第 4条 田の単位 第 16条 桝の大きさ 
その他の単位 第 17条 検地 
第 5条 九九 第 18条 収穫と税 
第 6条 割算の九九(その 1) 第 19条 金箔の売買 
第 7条 割算の九九(その 2) 第 20条 材木の計算 
第 8条 割算と掛算 第 21条 河川の工事 
第 9条 米の売買 第 22条 いろいろな工事 
第 10条 金や銀の両替 第 23条 木の高さを測る 
第 11条 銭の売買 第 24条 測量 
第 12条 利息の計算 第 25条 開平法 






















  巻中凡例       用字凡例 
首巻 
  基数         大数         小数 
  度          量          衡 
  畝          諸物軽重数      九九合数 
  九帰法        撞除法 
巻之一 
  算顆盤之図      加          減 
  九帰         同環原        帰除 
  同環原        乗除定位       乗除及定位之図解 
  雑問（金銀残米炭等） 
巻之二 
  異乗同除       同図解        同比例式之図 
  雑代（金銀米残両替等） 
  差分         盈月肉
じく
        求積 
  開平方        帯縦開平方      相応開平方 
  開立方        相応開立方      勾股弦 
  三斜         容術 
巻之三 
  天元術定則      同実問        点竄術定則 
  同実問        交商         変商 
  整数         逐索         成数 
  互減         遍約         互約 
  逐約         斎約         自約 
  増約         損約         零約 
  剰一         月肉
じく
一        翦管 
 46 
  約術雑題       適盡法級法      同実問 
巻之四 
  変数         招差（附方垜）    衰垜 
  綴術         方円起原（弧矢弦 円率 玉率 角術）  
巻之五          方円立表       同雑問 
附録           極形術 
算法新書目録 終 























術  十 
 二七 
2  積   
6 1 7  一   
1 4  千   
2    二   
1 2    百   
1 2 3 4  三   
 十   


































巻一  数目  加減乗除 
最初に「数目」として次のことが示されている． 
基数 ０と一から九までの数 
大数 十より大きい数  十，百，千，･････の単位を「極」の単位まであげ
ている． 





























 巻三  比例諸法 
 （略） 

























率 理 数 
21－9＝25－13 
   変 
   之 
21＋13＝25＋9 
図９． 
率 何 幾 
18   12 
   ＝ 
  6    4 
   又 
18：6＝12：4 
   変 






ｘ＝    ＝21 



























































小倉金之助(1974a)，『小倉金之助著作集 第五巻 数学と教育』，勁草書房． 























































































































































































































































































(3) 陸海軍関係者  











































(Robinson, Progressive Practical Arithmetic の訳)，明治 10年(1877)に『続

































































































決定した訳語 原案（中川将行の案） 提出された他の案 
公理 格言 公論，公則 
単位 なし 程元，率，度率，数礎 




































































































































明治 31 年(1898)に出版された藤澤利喜太郎『初等代数学教科書 上巻』






























 問題 12ヲ二ツノ部分ニ分チ一部分ガ他ノ部分ノ二倍ニナル様ニセヨ 
 答ハ 8ト 4トニシテ，8ト 4トノ和ハ 12又 8ハ 4ノ二倍ナリ，爰に 12ト
イヒ又二倍ノ 2トイヒ何レモ数字ヲ以テ表ハサレタル数ニシテ此問題ハ算術

























１－４．長澤亀之助『解法適用  数学辞書』 

































































































































































































































































































































































































まず円周を 360等分して１度とした。この１度を 100等分して 1分として
いる。良弼は 10分ごとの矢と半弦の 11桁の真数表を計算しているのである。
8桁の部分は表差になっている。 







《わが国では天文観測の必要上，周天を 360等分して 1度とし，1度を 100























































《彼は先づ， 2を基底とすれば 2， 224  ， 328  ， 4216  ，･････ の対数









の航海書の 17世紀の版本のようである。その第 1巻は 1分毎の 7桁の八線表，
第 2巻は 1分毎の 7桁八線対数表，第 3巻は 10010以下の自然数の 7桁対数表








刊行年 著者等 書名 内容等 

























よると，恵川景之(1857) 『算法捷径 新製乗除対数表』は，Pilaarの航海書（Jan 














































・菊池大麓編 初等幾何学教科書 平面幾何 （明治 21年～22年） 
・菊池大麓編 初等幾何学教科書 立体幾何 （明治 22年） 
・菊池大麓・澤田吾一共著 初等平面三角法教科書 （明治 26年） 
 そして，菊池は上の幾何の解説書として 
・菊池大麓著 幾何学講義 第一巻 （明治 30年） 


































































    nmmn aaa logloglog   
Ⅱ．商の対数は被除数の対数より除数の対数を減じた差に等しい。 
    nm
n
m
aaa logloglog   
Ⅲ．1つの冪の対数はその数の対数と指数の積に等しい。 
    mkm a
k











即然リ．）例ヘハ，37°50′ノ正弦ノ対数ハ 78772.1  即 1078772.9   ナレド
モガ，表ニハ唯 78772.9 ト記ス．故ニ之ヲ用ヰルニ当リテ必ズ先ツ 10ヲ減ス
可シ．（但シ之ヲ為スニハ唯－10ヲ其ノ後ニ付記スルニテ足レリ；例題 2,3
ノ如シ．若シ－10ヲ付記セザルトキハ区別スル為メ sinlog ト記ス代リニ 
sinL ト記ス；例題 4ヲ見ヨ．） 






       5688.0'4034sin   ， 
       x 5688.0'4334sin  ， 
       5712.0'5034sin  ． 






















            5695.0 ． 
 例題２． "52'1648coslog   ヲ求ム． 
     1082410.9'1048coslog   ， ［表ヨリ．］ 
x 1082410.9"52'1648coslog  ， 
1082269.9'2048coslog  ．   ［表ヨリ．］ 























1082313.9  ． 
 例題３．正弦ノ対数ガ 1050102.9   ナル角ヲ求ム． 
         '2518sinlog1049958.9   ， 
 x '2518sinlog1050102.9  ， 
'3018sinlog1050148.9  ． 


















 ヲ与エ餘切ノ対数ガ 8812339.1  ナル角ヲ
求ム． 
        '4452cot8813144.9  L  ， 
 xL  '4452cot8812339.9  ， 
'4552cot8810522.9  L ． 











《 例題１．直角三角形（図 13）ニ於テ二ツノ辺ハ 864.1 尺及 1579.2 尺ナ
リ．二ツノ鋭角及斜辺ヲ求ム． 
  cba ,, ヲ夫々角 CBA ,, ノ対辺ノ長サトセヨ．然ルトキハ， 
   a＝864.1尺， 
b＝1579.2尺． 
         
b
a




A logloglogtanlog   
2.1579log1.864log  ． 
表ヨリ   93656.21.864log   
又     19844.32.1579log   
    ∴ 1073812.9tanlog A  
故ニ表ヨリ     "10'4128A ； 
    ∴ "50'186190  AB ． 
 






















sin  ， 
          Aac sinlogloglog   
"10'4128sinlog1.864log  ． 
表ヨリ     93656.21.864log   
表ヨリ   1068125.9"10'4128sinlog   
        ∴ 25531.3log c ． 
故ニ表ヨリ       2.1800c  
即斜辺ハ 2.1800  ナリ． 
 注意． 唯  c  ノミヲ要スル場合ニテモ， ba,  ノ桁数ガ多イトキハ 
22 bac   ニ依ルヨリモ此例題ニ於ケル如ク対数ヲ利用シテ先ツ A  ヲ
見出シ而シテ A  ニ依テ c  ヲ見出スヲ便利ナリトス． 
 然レドモ斜辺及一ツノ辺ヲ与エテ，他ノ辺ヲ求ムル場合ニ於テハ直ニ対数
ヲ利用スルコトヲ得：次ノ例題ニ詳ナリ． 
  例題２． 67.310c 間， 81.231a 間，  90C ナリ． bヲ求ム． 
   acacacb  22  
      ∴      acacb  loglog
2
1
log  ． 
今 48.542 ac  ， 86.78 ac ． 
           73438.2log  ac  
  89686.1log  ac  
 63124.42  
31562.2log b  
83.206b  間． 







  ，   ∴ Abc coslogloglog  ． 
49734.2log b  
        1086936.9coslog A   
62798.2log c  










角形比例式において，（高さ／斜辺）＝ Asin  などの定義もしている。田中矢
徳の『平三角教科書』（明治 19年(1886)）は，攻玉社の出版であって，近藤真
琴が序文を寄せている。トドハンターの Trigonometry for Beginner を田中矢






























































『算数教育』第 80巻第 6号，pp．9-16． 
小倉金之助(1932)，『数学教育史』，岩波書店． 
小倉金之助(1956)，『近代日本の数学』，新樹社． 
小倉金之助(1973)，『小倉金之助著作集 第二巻 近代日本の数学』，勁草書房． 
小倉金之助(1974a)，『小倉金之助著作集 第五巻 数学と教育』，勁草書房． 
小倉金之助(1974b)，『小倉金之助著作集 第六巻 数学教育の歴史』，勁草書房． 































長澤亀之助(1905)，『解法適用  数学辞書』，長澤氏蔵版． 
日本学士院日本科学史刊行会(1959)，『明治前 日本数学史 第四巻』，岩波書店． 
日本学士院日本科学史刊行会(1960)，『明治前 日本数学史 第五巻』，岩波書店． 






















































学 3 年の内容「平方根」を取り上げよう。扱う数を有理数に限定すると，2 次
方程式 22 x  には解がない。そこで，2 の平方根を考え，それを 2 と記号化
し， 2 は「2 乗して 2 になる数」だと説明する。しかし，元の 2 次方程式は，


























































 第１段階 「言語代数」 ； 記号が全く無く，計算の全過程が言語で詳しく
述べられているもの。 
 第２段階 「省略代数」 ； 第 1 段階と同じく言語的であるが，繰り返し用
いられる概念や演算については，言語で表現する代
わりに，決まった省略記号が用いられる。 























トスは上の第 2 段階「省略代数」に属し，また 17 世紀半ば頃までの代数学者た
ちのものもこれに属する。 
 近代代数学の始原はヴィエタの論著であり，少し後のデカルトによって完成





の第 3 巻(Neugebauer，1935-1937)に収録されている次の問題がある。 
 
粘土板 BM13901 no．2 ： 正方形の面積から，その正方形（の一辺）を引くと，
それは 14;30 となる。（その正方形の一辺の長さを求めよ。） 
(ファン・デル・ヴェルデン著／加藤他訳，2006，p.81) 
 
 古代バビロニアでは 60 進記数法が使われていたので，ここでの 14;30 という
数は現代の 10 進記数法で表すと 870306014   である。次にその解が文章で
記述されている。これを現代の 10 進記数法を使って示すと次のようになる。 
 
［解］１を半分にして 0.5 になる。0.5 と 0.5 をかけて 0.25 になる。870 に 0.25
を加えて 870.25 となり，その平方根は 29.5 で，最初に計算した 0.5 を加えて




第 1 段階「言語代数」の典型であると言える。 


















































 アル・フワーリズミー(al-Khwā rizmī ,800 頃)『代数学』のラテン語訳は，数
の位取りの原理についての序論に始まり，続く第 1 章から第 6 章において，根，
平方および数（ x， 2x および定数項）という 3 種類の数量からなる 6 種の 2 次





























までに使われる代数記号の殆どが揃ったということである。 ,,, cba を既知数
















































術』の中で 2 次方程式に関係する問題は，第 4 章「少広」の開方術（開平法）













































方積 百四十四歩のとき 面何程と問 
  答 面 十二寸 
（千葉，1830，p.58） 
方積 二千 ○七十九歩三分六厘のとき 面何程と問 
  答 面 四十五寸六分 
（千葉，1830，p.59） 
 






















































竄術での表し方 (∣ ア巾) と等しい）を得る･････」と図 14．の計算を説明して
いる。次の節「開平問答」の最初の問題は，144 を開平するものである。アラ
ビア数字を使った筆算を示し，詳しく説明している。その後，正方形の面積図
を示し，先の計算の意味を詳しく説明している。第 2 問は，55225 を開平する







































次方程式も扱っているが，3 次方程式を完全に解くという問題は，既に 16 世紀
のイタリアの代数学者の主要な課題になっていた。また，中世にインド・アラ
 
＜記数法＞        ＜計算法＞ 





                          （前代数） 


















































































































































































































































































     ,101 a  ,20112  aa ･････ 







         acca   ･････ 
（ aに負の数 c を加えることは）， c という自然列の中の何れかにある数に


























































































































(1) 逆元が存在しない場合， bxa  となる xとして，新しい数
a
b












































数 ba, についても成立する。 

























































































ている。整数全体 Z は，N を含む最小の群である。形式不変性の要請で加法
について拡大した群が X であるということは，N から X への一対一写像 j が
あるような，そういう X の存在性と，そのような群 X のうちでの最小性と，
二つのことに分離して表現される。前節に記した N の元による Z の構成では
消えた，拡大についての「要請」が，公理化で，内容を変えて（神意を落と
して）再登場したことになる。 
 一方，拡大しても矛盾なし，という大原則は，やはり X の存在性に当たる。























































































































とったのが， Peacock の「形式不易の原理」（principIe of permanence of 
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   1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,11,･････････････ 
ニ就キテ考フルニ左ヨリ右ニ進ムニハ，1 ニ 1 足シテ 2，2 ニ 1 足シテ 3，3
ニ 1 足シテ 4，･･････次第ニ斯クノ如クシテ 1 ダケ宛大ナル数ヲ得，今此中
ノ任意ノ数例トヘバ 5 ヨリ始メテ後戻リスルニハ 5 ヨリ 1 ヲ引キテ 4，4 ヨリ
1 ヲ引キテ 3，3 ヨリ 1 ヲ引キテ 2，2 ヨリ 1 ヲ引キテ 1 ヲ得 
 1 ヨリ 1 ヲ引キテ 0 ヲ得 
 0 ヨリ 1 ヲ引キテ如何ナル数ヲ得ルカト問フニ数トイフ辞ノ従来ノ意味ニ
於イテハ斯クノ如キ数ガアルコトナシ，然レドモ此事ハ毫モ数トイフ辞ノ意
味ヲ推シ拡メ 0 ヨリ 1 引キタルモノヲ一ツノ新ラシキ数ト看做スコトヲ妨ゲ
ズ 
 0 ヨリ 1 ヲ引キテ得ベキ新タナル数ヲ表ハスノニ －１ヲ以テシ之ヲ「マ
イナス」一或ハ負ノ一ト呼ブ，即 
   0－1＝－1 
 茲ニ特ニ注意スベキハ左辺ニ於テ 0 ヨリ 1 ヲ引クベキヲ示ス符号－ハ演算
ノ符号ニシテ右辺ニ於テ 1 ノ前ニアル符号－ハ此 1 ノ尋常ノ 1 ト異ナル性質
ヲ表ハス符号ナルコトナリ 
 0 ヨリ 2 ヲ引キテ－2 ヲ得，又 2 ヲ引クハ結局リ 1 ヲ二度引クニ同ジキガ故
ニ 0 ヨリ 1 引キテ－１ヲ得更ニ－１ヨリ 1 引キテモ－2 ヲ得 
 －2 ヨリ 1 ヲ引キテ－3，－3 ヨリ 1 引キテ－4，次第ニ斯クノ如クシテ 1
ダケ宛小ナル数ヲ得，乃推シ拡メラレタル意味ノ於ケル数ヲ順ニ並ベタルモ
ノハ 





トヘバ 5 ヨリ 8 ヲ引カンニ 8 ヲ引クハ 1 ヲ 8 度ビ引クニ同ジ即上ノ表ニ於テ
5 ヨリ始メテ右ヨリ左ヘ 5 単位ダケ後戻リシテ 0 ニ達シ更ニ 0 ヲ越ヘテ 3 単
位ダケ逆行シテ－3 ニ達ス 
即     5－8＝－3 












3000－4000＝－1000 ナルガ故ニ，此人ノ財産ハ －1000 円ナリ，之ヲ実際
ノ事実ニ照ラスニ，此場合ニ於テ，損失高ハ所持金ヨリ大ニシテ損失金四千
円ノ内金参千円ダケハ所持金ヲ以テ償ヒ得ルモ跡ニ損失金壹千円ダケハ負債




















 事物ノ何タルニ拘ハラズ ＋ａ ハ其事物ａ単位ダケヲ表ハシ －ａ ハソレ
ト反対ノ事物ａ単位ダケヲ表ハス 
 例(1) 資産ヲ考フルトキニハ ＋1000 円ハ千円ノ資産ヲ意味シ －1000 円ハ
千円ノ負債ヲ意味ス 
































































































































c  ， bデ割レバ 













































































































天文学上の分数，測量上の分数，普通分数，10 進分数の 4 種類があると述べて
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計リ得ベキ量及計リ得ベカラザル量  （略） 





























 一（イチ） 二（ニ） 三（サン） 四（シ） 五（ゴ） 六（ロク） 七
（シチ） 八（ハチ） 九（ク） 十（ジフ） 
トイヒ 













































































































































32   トイフ帯小数ヲ書キ著ハスノニ，之ヲ通常ノ帯分数















302    ハ 302,70056 ト書キ 
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 一 二 三 四 五 六 七 八 九 
ヲ基数ト名ヅク，其呼ビ声ハ順次 イチ ニ サン シ ゴ ロク シチ 
ハチ ク，或ハ，ひとつ ふたつ みつ よつ いつつ むつ ななつ や
つ ここのつ ナリ，又聞キ違ヘラルルヲ避クル為メニ 四ヲ よん 七ヲ 
なな 九ヲ きう ト唱フルコトアリ 












































  一，十，百，千，万，････････････ 
ナル順序ニ考ヘタルモノナリ，今之ヲ逆サマニ 






































 小数ヲ書クニハ通例小数点ノ左一ノ位ノ所ニ 0 ヲ書クモノトス，例ヘバ七












    実＝法×商 
今之ヲ掛ケ算ニ於ケル 













2 ヲ 7 デ割リタルモノハドコマデモ 2 ヲ 7 デ割リタルモノニシテ，之ニ 7 ヲ
掛ケレバ 2 トナルベキ新シキ数ナリト定メ且之ヲ簡便ニ書キ表スコトヲ工夫


































ノ如キ新規ノ数ヲ 分数 ト称ス 
 分数ノ横線ノ下ニアル数ヲ分母，横線ノ上ニアル数ヲ分子ト名ヅク 




















































































































































ったようである。1 日は 12 時或いは 48 刻のようになっていて，計算には不
























































































図 20：千葉胤秀『算法新書 首巻』の前半（千葉，1830，p.1） 
 
 





























































次の図 24 は，『筆算訓蒙』の目次である。 
 
 
図 24：塚本明毅『筆算訓蒙 巻一 目録』（塚本，1869） 
 
 この目次では，分数，小数の順になっているが，実は巻一冒頭の「数目」に




図 25：塚本明毅『筆算訓蒙 巻一』（塚本，1869，pp.1-2） 
 














図 27：塚本明毅『筆算訓蒙 巻一』（塚本，1869，p.61） 
 
 『筆算訓蒙 巻二』では，除法をきっかけとして分数，小数の順に展開して



























《小数 分 十分を一となす即十厘 厘 十毛 絲 十忽以下是に倣ふ 忽 








《丈 十尺 尺 十寸 寸 十分 分 十厘 厘 十毛 毛 十絲 絲 十
忽 以下皆十分一なり 忽 微 》（p.5） 
《貫 十百文目 百銭即百文目 銭又匁に作る，俗に文目という，銭以下小
数を用ゆ 》（p.5） 
《町 十段 段 十畝 畝 三十歩 歩 方六尺，即一間四方なり，又は坪
といふ，歩以下小数を用ゆ 》（p.5） 
《度 六十分 分 六十秒 秒 秒以下に，微繊忽芒塵等の名あり，皆六十
分一なり，然れども今これを用ひず，只十分一の小数を用ゆ 》（p.5） 
《日 二十四時 時 六十分 分 六十秒 秒 以下小数を用ゆ 》（p.6） 




















































































 当小節において取り上げる教科書は，海後宗臣編『日本教科書大系 近代編 



























 (2)  第二段階：「翻訳」の段階から第三段階：日本人独自の日本語の「教科
書」編纂の段階への移行期 
























 》（11 巻,p.109） 
 





























《小数とは，十，百，千等を分数に次の名を命じたものである。分 厘 毛 




















































































 《（諸等数） この所においては，次のことを授けなければならない。 
1. 諸等数を最低単位の単名数（整数）に直すこと。 
2． これをその他の単名数に直すこと。 









 《数量は，単位の名の前にその数を添えて言い表す。例えば，10 圓，4.5 尺
のように。このように，ただの数に単位の名を添えたものを名数と称する。》
（13 巻,p.56） 
 《次の名数を通常の語で言い表せ。100 銭，10 寸，10 尺，10 畝，10 段，100
畝，10 升，10 斗，100 升，1000 匁，0.3 圓，1.25 圓，4.5 尺，7.38 町歩，0.9
石，4.25 斗，0.5 斤，6.35 貫。 
  ただの数も名数と同様に一の外の数を単位として書き表すことがある。2
万，4.5 万，1.25 億のように。》（13 巻,p.56） 
 《次の名数を各附記の単位を単位とする名数に直せ。12 圓（銭），25 銭（圓），











































































書』(1905) （海後宗臣編，1962，第 13 巻 pp.2-54)，『高等小学算術書』(1905) 






























(1)  第二段階：「翻訳」の段階 




























a ハ a ヲ b ニテ除シタル商ナリ．》（p.129） 
 















































































































































































































































































「比」の相等；第 1 の量と第 3 の量の同数倍が第 2 の量と第 4 の量の同数倍に
対して，何倍されようと，同順にとられたとき，それぞれ共に大きいか，共に
等しいか，または共に小さいとき，第 1 の量は第 2 の量に対して第 3 の量が第
4 の量に対すると同じ比にあるといわれる。 






(2)  菊池大麓『初等幾何学教科書』 
日本の数学教育が形をなす時代において，ユークリッド『原論』の様式をと
どめた幾何学を採用した，逐語訳ではない教科書，菊池大麓著『初等幾何学教














「比」の相等；二つの量 A，B 及び他の二つの量 P，Q がある。m，n がどんな完
全数（自然数）であっても，mA>=<nB に従って，mP>=<nQ となるときは，A：
B は P：Q に等しいと言う。 
「比例」の定義；A と B の比が P と Q の比に等しければ，四つの量は比例を為
すと言う。比例は，A：B::P：Q というように記す。 
「比例」に関する定理；二つの量 A，B の比が二つの完全数（自然数）m，n の
















































































率 理 数 
21－9＝25－13 
   変 
   之 
21＋13＝25＋9 
図 9．（再掲） 
率 何 幾 
18   12 
   ＝ 
  6    4 
   又 
18：6＝12：4 
   変 
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《35 石：280 両::150 石： x 両 
又 











記号：は使っているが，「35 石：280 両」にみるように，「35 石」と「280 両」は，
互いに異種の量である。これらは，「比例式」の中の各項に過ぎないものであり，





















「比」の定義；或る種類の量 A の同じ種類の或る他の量 B に対しての比とは，
後の量 B を単位とするとき始めの量 A を表すべき数のことである。 
「比」の意味；掛け算の定義より，或る量 A の同じ種類の或る他の量 B に対し
ての比は，即ち，始めの量を得るために後の量に掛けるべき数のことである。 
「比」の書き方；A の B に対しての比は，
B
A
若しくは BA : と書き表すものとす
る。 
「比」の例示；例えば，A という長さが B という長さの七分の三に等しいとき






という分数は，5 を 7 で割ったものに等













































異にするものにあっても尚，その比を問うことができる。例えば，7 日と 13 時
に対する比を問うことは不都合ではない。しかしながら，その比の値を求める
には，まずこれを同名数に直すことが必要である。すなわち，7 日を時に直し
























なければならない。（略）2 人：3 人＝10 圓：15 圓，において二つの内項を交換
して，2 人：10 圓＝3 人：15 圓，とするときは，二つの比は全く無意味なもの




どのようにすればⅹを求めることができるのかを問うと，3 反の 7 反に対する
比は，3 の 7 に対する比に等しいから，上の比例の中において，便宜に，3 反：
























(1) 寺尾寿・藤野了祐共著『理論応用 算術講義』 
 
《【例１】 米 3 斗 5 升の価が 5 円 25 銭であるとき，米 1 石 2 斗の価はいく
らか。 
［第一解］ 3 斗 5 升即ち 35 升は 1 升の 35 倍である。故に，5 円 25 銭即ち
525 銭は，また米 1 升の価の 35 倍である。よって，米 1 升の価は，525 銭÷
35＝15 銭 である。 
次に 1 石 2 斗即ち 120 升は 1 升の 120 倍である。故に，米 120 升の価はまた，
米 1 升の価の 120 倍である。よって，米 120 升の価は， 
15 銭×120＝1800 銭＝18 円 である。 
［第二解］ 35 升の価は･･････････････525 銭 








よって，120 升の価はその 120 倍･････
35
120525
銭＝1800 銭＝18 円 
































《比例を解くのに守株の方法がある。今，或る品物 8 個の価が 3 円であると












































































































 菊池が帰朝した 1877 年には，平行線公準をとらず，平行線を同じ方向を持つ
直線と規定した H・ロビンソン(Horatio Robinson)の幾何学教科書が流行して
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               （略） 
③ 三平方の定理（ピタゴラスの定理） 
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